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鶴岡市社会福祉協議会

　去る12月5日、小真木原総合体育館で第2回鶴岡市長杯ボッチャ競技大
会が開催されました。鶴岡地区障がい者通所施設協議会、鶴岡市身体障害者
福祉協会など障がい者団体が協力し合い、鶴岡南ロータリークラブの全面的
な支援の下開催されたこの大会には18チーム約130人が参加しました。
　参加者同士で「こう投げるといいんだよ～」と声をかけ合う姿や、ナイス
プレーが出た時には、観客や対戦相手から拍手がわき上がる場面もあり、�
参加者が親睦を深めながらボッチャ競技を楽しむことができました。
　鶴岡市が東京パラリンピックでドイツのホストタウンとなったことで注目
が高まったボッチャ競技ですが、市内の小学校では授業に取り入れたり、�
また、大山地区に新設された「だだちゃアリーナ」にはボッチャのコートが
備えられるなど、さらに身近に感じられるようになってきています。

鶴岡市にひろがるユニバーサルスポーツ「ボッチャ」鶴岡市にひろがるユニバーサルスポーツ「ボッチャ」
　ボッチャは、重度脳性麻痺、もしくは
同程度の四肢重度機能障がい者のために
ヨーロッパで考案されたスポーツです。
　ジャックボール(目標球)と呼ばれる
白いボールに、赤・青のそれぞれ６球ずつのボール
を投げたり、転がしたり、他のボールに当てるなど
しながら、いかに近づけるかを競う競技です。
　1988年のソウルパラリンピックから公式種目と
して採用されたボッチャですが、現在は、障がいの
有無に関わらず子どもから高齢者まで誰もが一緒に
楽しめるユニバーサルスポーツへ発展しました。

「ボッチャ」ってどんなスポーツ？「ボッチャ」ってどんなスポーツ？

一球入魂一球入魂

集中力を研ぎ澄ませて集中力を研ぎ澄ませて

情報掲示板

鶴岡福祉バス予約会のお知らせ（令和4年4月～6月分）
●会場　鶴岡市総合保健福祉センター
　　　　　　 （にこ❤ふる）3F　大会議室
　※�新型コロナ感染拡大の状況によって、中止や変
更となる場合があります。

●申込み・問合せ
　鶴岡市社会福祉協議会総務課 福祉バス担当
　☎24－0053（申請書は同所にあります。）

　鶴岡福祉バス予約会のための事前申込を次の日程
で受付けます。
●受付期間　2月1日(火)～2月10日（木)
　　　　　　9時～17時（土日除く）
　※受付順番によって優位になることはありません。
　�※�FAXや郵送での受付も可能ですが、土日の受
付分は翌平日のご連絡になります。

　※申請書には必ず押印をお願いします。
●対象期間　4月～6月
　（期間内で1団体1回の予約ができます。）
●利用対象　旧鶴岡市区域に住所を有する団体
●予約会日時　2月24日（木）10時～12時　

※�現在、乗車人数に制限を設けての運行となっ
ています。

※観光や慰安目的でのご利用はできません。

　山形県社会福祉協議会生活福祉資金緊急小口資
金・総合支援資金（初回貸付）特例貸付及び、鶴岡
市が実施する緊急小口資金拡充支援資金貸付の申込
受付期間が3月31日まで延長されました。
　ご相談・お問い合わせはお住いの福祉センター（下
記参照）まで。

生活福祉資金、緊急小口資金
拡充支援資金貸付

　12月1日発行のおだがいさま広報でお知らせしま
した、9つの社会福祉法人合同によるフードドライ
ブの取組に多くの食料品が寄せられ、市内の107世
帯に食品をお渡しすることができました。
　この取組が少しでも皆さんの生活のお役に立てば
幸いです。

年末に行った９つの社会福祉法人
合同のフードドライブについて

みなさまのご厚志に心より御礼申し上げます
（令和3年11月1日から令和3年12月31日までのご寄付を掲載しています）ご寄付ありがとうございました

★一般社会福祉事業へ
◎鶴岡福祉センターへ
・真如苑　庄内支部 様� 200,000円
・真言宗豊山派山形二号支所仏教青年会 様
� 115,747円
・善寳寺専門僧堂 様� 30,293円
◎藤島福祉センターへ
・㈱大沼工務店 様� 10,000円
★鶴岡市ボランティアセンターへ
　（災害時のボランティア活動へ）
・渡部　よしはる 様� 土嚢袋�24枚
★鶴岡地域生活自立支援センターへ
　（就労準備支援事業へ）
・鈴木　貞子 様� 30,000円
★藤島老人福祉センターへ
　（ちょボラ場への活用へ）
・佐藤　せ子 様� タオル�40枚
★地域福祉センターなえづへ
・㈱産直あぐり 様� ラ・フランス（5㎏入り）�2箱
★居宅介護支援センターふれあいへ
・川西　恭子 様� 10,000円
★老人デイサービスセンターおおやまへ
・工藤　七三郎 様� 手作り門松�一対

★鶴岡市高齢者福祉センターおおやまへ
・鈴木　金輔 様� 50,000円
・蓮池　誠 様� 10,000円
・鶴岡市立大山小学校 様� 12,000円
・上林　稔 様� Ｔシャツ�32枚
★櫛引すこやかセンターへ
・㈱産直あぐり 様� ラ・フランス（5㎏入り）�4箱
・工藤　七三郎 様� 手作り門松�一対
★くしびき東部保育園へ
・澁谷　直樹 様� 新米（雪若丸）�2kg╳63袋
★くしびき西部保育園へ
・�出羽商工会櫛引支所 様、田川建設労働組合
櫛引支部 様� 絵本�18冊
★温海デイサービスセンター愛寿園へ
・㈱クアポリス温海 様� 30,000円
・�ファミリーマートあつみ温泉インター店 様、
ファミリーマート鶴岡水沢店 様、ファミリ
ーマート鶴岡三瀬店 様、ファミリマート鶴
岡大山店 様
� クリスマスケーキ�6個、ポケチキ�90個
★鶴岡市ゆうあいプラザかたぐるまへ
・㈱産直あぐり 様� ラ・フランス（5㎏入り）�2箱
・スマイルサンタクロース 様
� クリスマスケーキ�7個

★もみじが丘へ
・㈱産直あぐり 様� ラ・フランス（5㎏入り）�2箱
・�山形県ヤクルトレディ親交会・山形県ヤク
ルト協会 様� 50,000円
★児童福祉事業所へ
・東京都江戸川区布絵の会 様� 布絵本�6冊
★鶴岡市中央児童館へ
・野口　ツネ子 様� 電子ピアノ�1台
★くしびきデイサービス・櫛引地域の4保育園へ
・櫛引地域婦人会 様� タオル�82枚
★フードバンクへ
・山形県社会福祉事業団 庄内地方施設職員一同 様�
� 食料・飲料品�136点
・共立社鶴岡生協 様� 食品・日用品�163点
・�ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング ㈱山形テク
ノロジーセンター 燦活動 様� 食料・飲料品�120点
・明治安田生命 荘内北営業所 様�食料品�57点
・JA庄内たがわ女性部 様
� 食料・飲料・生活用品�267点
★特別指定寄附（市内の子ども食堂へ）
・匿名 様� 100,000円
★特別指定寄附（障害者支援施設恵風園へ）
・�山形県ヤクルトレディ親交会・山形県ヤク
ルト協会 様� 50,000円



第2回 まちづくりはここから! 地域支え合いプラン
シリーズ

　「地域支え合いプラン」をもとに、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていける地域づくりのため、
各地域で様々な取組が行われています。今回は湯野浜地区と第二学区の取組の内容をご紹介します。

・子育て世代の育児疲れ解消のため共同浴場の休館日を利用し、浴場内の照明を
　暗くしてランプやアロマ、音楽によるリラクゼーションを提供する
・子どもに対して有識者から温泉の歴史と入浴マナーを教示してもらう

温泉を利用した子育て支援活動ラプ ン １

・単身高齢者世帯などに対し、地域住民による声掛けを促すとともに、
　各団体と連携して訪問を基本とした見守り支援活動の取組の実施

単身世帯者生活支援事業ラプ ン ２

・全町内会で福祉座談会の実施、チラシによる見守り視点の啓発活動など
ラプ ン １ 見守り・見守られ支え合う地域づくり

・先進的取組をしている町内会や取組をしたい町内会での研修開催、PTAや学校と
　連携した福祉学習等の開催

ラプ ン ２ みんな（多世代）で関わり合える地域づくり

第二学区
地区の特色　鶴岡天満宮があり、藩士の天神
信仰により天神祭りが栄え、歴史と文化が残る
地域。20町内会あり小規模の町内会が多い。
人口 7,187人　　世帯数 3,258世帯

（令和3年4月現在）

湯野浜地区
学区の特色　海沿いに位置し、足湯や共同
浴場など温泉に恵まれている地区。旅館も
多く、県内でも有数の温泉観光地である。
人口 1,188人　　世帯数 589世帯

（令和3年4月現在）

　第
二
学
区
で
は
、
地
域
（
町
内
）
の
福
祉
課
題
に
住
民
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
標
に
、
全
町
内
会
で
福
祉
座
談
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
度
ま
で
に
十
一
町
内
会
で
開

催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
三
町
内
会
で
行
い
ま
し
た
。

　ほ
な
み
町
の
座
談
会
で
は
、「
ア
パ
ー
ト
の
入
居
者
の
情
報
が
入

ら
な
い
」「
子
ど
も
会
を
離
れ
る
と
町
内
会
と
の
関
わ
り
が
減
る
」

と
い
っ
た
課
題
が
上
が
り
、
神
明
西
町
内
会
・
神
明
天
神
町
内
会
で

は
、「
自
分
が
や
れ
る
こ
と
・
や
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
声
に
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
出
来
る
こ

と
を
で
き
る
人
が
出
来
る
時
に
や
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
と
い
っ
た
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
東
東
町
内

会
で
は
「
新
興
住
宅
地
に
入
居
す
る
若

い
世
帯
に
町
内
会
と
し
て
ど
う
関
わ
っ

て
い
け
ば
よ
い
か
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　ど
の
町
内
会
の
座
談
会
か
ら
も
皆
さ

ん
の
「
こ
の
町
を
良
く
し
た
い
！
」
と

い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　全町
内
会
で
座
談
会
を
開
催

　第
二
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
社
会
福
祉
部
で
進
め
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」
は
、
毎
年
朝
暘
第
二
小
学
校
の
三
年
生
・
四
年

生
の
協
力
を
得
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
交
流
す

る
事
業
で
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
残
念
な
が
ら
今
年
度
の
訪

問
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、「
ふ
く
し
」
や
「
高
齢
者
」
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
事
前
学
習
を
行
い
、
訪
問
す
る
予
定
だ
っ
た
方

に
向
け
、
心
の
こ
も
っ
た
手
紙
を
書
い

て
く
れ
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
が
今
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
や
事
前
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
手
紙
を
受
け
取
っ
た
高
齢
者

か
ら
、
お
礼
の
返
事
が
届
け
ら
れ
る
な

ど
交
流
が
広
が
り
ま
し
た
。

　来
年
度
も
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て

地
域
と
学
校
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」
は
お
手
紙
で

　令
和
元
年
六
月
十
八
日
に
発
生
し
た
山
形
県
沖
地
震
（
Ｍ

６
・
７
）で
は
、津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
際
、

避
難
所
に
避
難
し
た
人
た
ち
に
毛
布
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
が

避
難
者
に
十
分
い
き
渡
ら
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
を
踏
ま

え
、
単
身
世
帯
に
は
一
枚
、
そ

の
他
世
帯
に
は
ニ
枚
の
ア
ル
ミ

シ
ー
ト
を
湯
野
浜
地
区
社
協
が

一
軒
一
軒
訪
問
し
な
が
ら
全
世

帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
配
布
を

受
け
た
方
か
ら
は
「
こ
う
い
う

も
の
が
あ
る
と
い
ざ
と
い
う
時

に
助
か
る
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　支援
対
象
者
を
越
え
て
地
区
全
世
帯
へ

　湯
野
浜
地
区
で
は
、「
地
区
に
住
む
子
育
て
世
代
の
支
援

を
し
た
い
」
と
の
思
い
が
あ
り
、
地
域
の
共
同
浴
場
を
利
用

し
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
と
時
間
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
宅
し
た
後
の
夕
飯
に
と
、
婦
人
会
で
カ
レ
ー
を
作

り
、
利
用
し
た
方
た
ち
に
お
土
産
と
し
て
振
舞
い
ま
し
た
。

利
用
し
た
方
か
ら
は
、「
日
々
の
育
児
に
追
わ
れ
る
中
で
ゆ

っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」「
夕
食
の
こ
と
ま
で
考
え

て
く
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　婦
人
会
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
、
カ
レ
ー

作
り
の
人
数
を
最
小
限
に
減
ら
す
な
ど
、利
用
す
る
方
た
ち

が
少
し
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
配
慮
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　子育
て
世
代
の
息
抜
き
の
た
め
に

朝暘第二小学校　事前学習の様子 神明西・神明天神町内会福祉座談会

利用者へ提供された手作りカレー

ランプやアロマを設置した共同浴場

配布されたアルミシート
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　新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
中
は
、
社
協
の
活
動
に
多
大
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
も
ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
数
々

の
地
域
行
事
が
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら

れ
た
一
年
で
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
で
あ
る
人
々
が
つ
ど
い
、
語
り
合
う
多
く

の
機
会
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
、
一
刻

も
早
く
日
常
を
取
り
戻
し
、
心
か
よ
い
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
が
戻
っ
て
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　今
年
も
ま
た
、
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
役

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民

の
幸
せ
を
願
い
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
「
お
だ
が
い
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

会
長

　山
木

　知
也

【 

表
彰
状 

】

◆
長は
せ
が
わ

谷
川

　重
じ
ゅ
う

　氏
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
4
年
か
ら
小
堅
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
と
し
て
、評
議
員
、理
事
を

歴
任
し
、平
成
23
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
長
年
尽
力
さ

れ
て
い
る
。

◆
第
二
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
社
会
福
祉
部
（
鶴
岡
地
域
）

　第
二
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
平
成
8
年
設
立
。平
成
30
年
に
第
二
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
と
組
織
統
合
し
て
か
ら
も
、同
会
の
社
会
福
祉
部
と
し
て
、

地
元
小
学
校
児
童
と
共
に
高
齢
者
宅
に
訪
問
し
交
流
を
図
る「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」、

全
町
内
会
で
の
座
談
会
開
催
な
ど
、地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

◆
斎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
7
年
設
立
以
来
、住
民
主
体
の
見
守
り
・
支
え
合
い
活
動
を
推
進
す
る
組
織

と
し
て
、配
食
サ
ー
ビ
ス
や
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
施
、

救
急
安
心
カ
ー
ド
の
設
置
等
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。長
年
、高
齢
者
の
閉
じ

こ
も
り
防
止
や
健
康
の
維
持
・
促
進
に
取
り
組
み
、地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

◆
黄
金
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
5
年
設
立
。平
成
29
年
か
ら
は
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
冊
子
を
毎
年
更

新
し
て
全
戸
配
布
を
行
う「
黄
金
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」、ま
た
平
成
30
年

か
ら
は「
生
き
ご
こ
ち
の
よ
い
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
事

業
に
取
り
組
む
な
ど
、地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

◆
大
泉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
鶴
岡
地
域
）

　昭
和
31
年
設
立
。高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
や
健
康
維
持
・
促
進
を
目
的
に
い

き
い
き
百
歳
体
操
や
サ
ロ
ン
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
お
り
、高
齢
者
へ
の
訪

問
を
行
う「
高
齢
者
支
援
事
業
」を
行
う
な
ど
、地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

◆
太お

お
た田

　広ひ
ろ
み美

　氏
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
16
年
か
ら
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）の

生
活
支
援
員
と
し
て
、高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
で
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
方

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
い
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援
、安
否
確
認

を
行
う
な
ど
、地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
長

年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
グ
リ
ン
ギ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
（
藤
島
地
域
）

　平
成
元
年
設
立
。ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
演
奏
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
活
動
に

取
り
組
み
、児
童
や
親
子
を
対
象
に
し
た
ギ
タ
ー
教
室
、福
祉
施
設
や
地
域
、学
校

行
事
で
の
演
奏
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
長
年
続
け
ら
れ
、地
域
福
祉
向
上
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
武た

け
ひ
さ久

　明あ
き
お雄

　氏

　

 

武た
け
ひ
さ久

　利り

え

こ
江
子

　氏
（
温
海
地
域
）

　平
成
14
年
明
雄
氏
が
ご
病
気
で
全
身
麻
痺
と
な
ら
れ
た
が
、妻
の
利
江
子
氏
の

献
身
的
な
介
護
と
ご
自
身
の
懸
命
な
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
わ
ず
か
に
動
く
よ
う
に
な
っ

た
左
手
で
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
、障
が
い
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
と
、ご
夫
婦
二
人
三
脚
で
福
祉
の
心
を
育
む
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

【 

感
謝
状 

】

◆
川か
わ
ご
え越

　孫ま
ご
い
ち一

　氏
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
20
年
か
ら
京
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
と
し
て
監
事
、副
会
長
を

歴
任
し
、平
成
26
年
か
ら
は
同
協
議
会
の
会
長
と
し
て
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に

長
年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
佐さ

と
う藤

　進
す
す
む

　氏
（
羽
黒
地
域
）

　鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
や
羽
黒
地
域
福
祉
委
員
を
歴
任
し
、地
域
活

動
で
も
平
成
20
年
か
ら
代
表
を
務
め
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
し
ゃ
べ
っ
て
ほ
っ

と
の
会
」を
始
め
、お
茶
の
み
サ
ロ
ン「
は
っ
ぴ
ー
広
場
」、配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア「
福
寿
草
の
会
」な
ど
多
く
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、地
域
福
祉
向
上
の

た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
子
ど
も
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
チ
ー
ム
飛
躍
」

　平
成
25
年
設
立
。東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、鶴
岡
に
避
難
し
て
き
た
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
学
習
支
援
や
保
護
者
の
方
も
含
め
た
傾
聴
、保
護
者
同
士
の
情
報
交

換
の
場
づ
く
り
な
ど
、避
難
者
の
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
令
和
3
年
3
月
ま
で

続
け
ら
れ
、地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
。

◆
フ
ク
シ
マ
の
子
ど
も
の
未
来
を
守
る
家

　平
成
23
年
設
立
。東
日
本
大
震
災
の
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
し
た
福
島
県
や
宮

城
県
出
身
の
親
子
に
、鶴
岡
市
で
一
時
で
も
保
養
で
き
る
場
や
交
流
の
機
会
を
設

け
る
た
め
、空
き
家
を
活
用
し
た
拠
点
を
整
備
し
、避
難
者
の
方
の
受
け
入
れ
を
続

け
る
な
ど
、地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
曹
洞
宗
山
形
県
第
三
宗
務
所

　東
日
本
大
震
災
発
生
後
、庄
内
地
方
の
曹
洞
宗
寺
院
で
構
成
さ
れ
る
第
三
宗
務

所
の
青
年
部
を
中
心
に
檀
信
徒
や
住
職
家
族
も
参
加
し
、被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
実
施
、
義
援
金
の
呼
び
か
け
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の
傾
聴
活
動

「
行ひ

き
ち
ゃ茶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」な
ど
を
令
和
3
年
3
月
ま
で
続
け
ら
れ
、地
域
福
祉
向
上

の
た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
。

◆
特
定
非
営
利
活
動
法
人
鶴
岡
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　平
成
18
年
設
立
。東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
で
は
、鶴
岡
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
被
災
地
支
援
活
動
、鶴
岡
市
へ
の
避
難
者
支
援
活
動
に
積
極
的
に
協

力
い
た
だ
く
と
共
に
、同
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
被
災
地
の
人
た
ち
と
鶴
岡
市
民
の
交

流
事
業
」を
自
法
人
の
主
催
事
業
と
し
て
引
継
い
で
長
年
被
災
地
の
方
々
へ
の
支
援
、

交
流
を
続
け
て
お
ら
れ
る
な
ど
、地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鶴
岡

　昭
和
63
年
か
ら
、長
年
に
わ
た
り
一
般
社
会
福
祉
事
業
、各
事
業
所
へ
の
ご
寄
付

を
頂
戴
し
て
お
り
、地
域
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　令
和
三
年
度 

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
者
の
ご
紹
介

　長
年
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　個
人
団
体
に
表
彰
状
・
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。



第2回 まちづくりはここから! 地域支え合いプラン
シリーズ

　「地域支え合いプラン」をもとに、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていける地域づくりのため、
各地域で様々な取組が行われています。今回は湯野浜地区と第二学区の取組の内容をご紹介します。

・子育て世代の育児疲れ解消のため共同浴場の休館日を利用し、浴場内の照明を
　暗くしてランプやアロマ、音楽によるリラクゼーションを提供する
・子どもに対して有識者から温泉の歴史と入浴マナーを教示してもらう

温泉を利用した子育て支援活動ラプ ン １

・単身高齢者世帯などに対し、地域住民による声掛けを促すとともに、
　各団体と連携して訪問を基本とした見守り支援活動の取組の実施

単身世帯者生活支援事業ラプ ン ２

・全町内会で福祉座談会の実施、チラシによる見守り視点の啓発活動など
ラプ ン １ 見守り・見守られ支え合う地域づくり

・先進的取組をしている町内会や取組をしたい町内会での研修開催、PTAや学校と
　連携した福祉学習等の開催

ラプ ン ２ みんな（多世代）で関わり合える地域づくり

第二学区
地区の特色　鶴岡天満宮があり、藩士の天神
信仰により天神祭りが栄え、歴史と文化が残る
地域。20町内会あり小規模の町内会が多い。
人口 7,187人　　世帯数 3,258世帯

（令和3年4月現在）

湯野浜地区
学区の特色　海沿いに位置し、足湯や共同
浴場など温泉に恵まれている地区。旅館も
多く、県内でも有数の温泉観光地である。
人口 1,188人　　世帯数 589世帯

（令和3年4月現在）

　第
二
学
区
で
は
、
地
域
（
町
内
）
の
福
祉
課
題
に
住
民
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
目
標
に
、
全
町
内
会
で
福
祉
座
談
会
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
度
ま
で
に
十
一
町
内
会
で
開

催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
三
町
内
会
で
行
い
ま
し
た
。

　ほ
な
み
町
の
座
談
会
で
は
、「
ア
パ
ー
ト
の
入
居
者
の
情
報
が
入

ら
な
い
」「
子
ど
も
会
を
離
れ
る
と
町
内
会
と
の
関
わ
り
が
減
る
」

と
い
っ
た
課
題
が
上
が
り
、
神
明
西
町
内
会
・
神
明
天
神
町
内
会
で

は
、「
自
分
が
や
れ
る
こ
と
・
や
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
声
に
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
出
来
る
こ

と
を
で
き
る
人
が
出
来
る
時
に
や
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
と
い
っ
た
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
東
東
町
内

会
で
は
「
新
興
住
宅
地
に
入
居
す
る
若

い
世
帯
に
町
内
会
と
し
て
ど
う
関
わ
っ

て
い
け
ば
よ
い
か
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　ど
の
町
内
会
の
座
談
会
か
ら
も
皆
さ

ん
の
「
こ
の
町
を
良
く
し
た
い
！
」
と

い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　全町
内
会
で
座
談
会
を
開
催

　第
二
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
社
会
福
祉
部
で
進
め
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」
は
、
毎
年
朝
暘
第
二
小
学
校
の
三
年
生
・
四
年

生
の
協
力
を
得
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
交
流
す

る
事
業
で
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
残
念
な
が
ら
今
年
度
の
訪

問
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、「
ふ
く
し
」
や
「
高
齢
者
」
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
事
前
学
習
を
行
い
、
訪
問
す
る
予
定
だ
っ
た
方

に
向
け
、
心
の
こ
も
っ
た
手
紙
を
書
い

て
く
れ
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
が
今
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
や
事
前
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
手
紙
を
受
け
取
っ
た
高
齢
者

か
ら
、
お
礼
の
返
事
が
届
け
ら
れ
る
な

ど
交
流
が
広
が
り
ま
し
た
。

　来
年
度
も
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て

地
域
と
学
校
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」
は
お
手
紙
で

　令
和
元
年
六
月
十
八
日
に
発
生
し
た
山
形
県
沖
地
震
（
Ｍ

６
・
７
）で
は
、津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
際
、

避
難
所
に
避
難
し
た
人
た
ち
に
毛
布
が
供
給
さ
れ
ま
し
た
が

避
難
者
に
十
分
い
き
渡
ら
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
を
踏
ま

え
、
単
身
世
帯
に
は
一
枚
、
そ

の
他
世
帯
に
は
ニ
枚
の
ア
ル
ミ

シ
ー
ト
を
湯
野
浜
地
区
社
協
が

一
軒
一
軒
訪
問
し
な
が
ら
全
世

帯
に
配
布
し
ま
し
た
。
配
布
を

受
け
た
方
か
ら
は
「
こ
う
い
う

も
の
が
あ
る
と
い
ざ
と
い
う
時

に
助
か
る
」
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　支援
対
象
者
を
越
え
て
地
区
全
世
帯
へ

　湯
野
浜
地
区
で
は
、「
地
区
に
住
む
子
育
て
世
代
の
支
援

を
し
た
い
」
と
の
思
い
が
あ
り
、
地
域
の
共
同
浴
場
を
利
用

し
、リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
と
時
間
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
宅
し
た
後
の
夕
飯
に
と
、
婦
人
会
で
カ
レ
ー
を
作

り
、
利
用
し
た
方
た
ち
に
お
土
産
と
し
て
振
舞
い
ま
し
た
。

利
用
し
た
方
か
ら
は
、「
日
々
の
育
児
に
追
わ
れ
る
中
で
ゆ

っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」「
夕
食
の
こ
と
ま
で
考
え

て
く
れ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　婦
人
会
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
、
カ
レ
ー

作
り
の
人
数
を
最
小
限
に
減
ら
す
な
ど
、利
用
す
る
方
た
ち

が
少
し
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
と
配
慮
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　子育
て
世
代
の
息
抜
き
の
た
め
に

朝暘第二小学校　事前学習の様子 神明西・神明天神町内会福祉座談会

利用者へ提供された手作りカレー

ランプやアロマを設置した共同浴場

配布されたアルミシート
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　新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
中
は
、
社
協
の
活
動
に
多
大
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
も
ま
た
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
数
々

の
地
域
行
事
が
中
止
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら

れ
た
一
年
で
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
で
あ
る
人
々
が
つ
ど
い
、
語
り
合
う
多
く

の
機
会
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
、
一
刻

も
早
く
日
常
を
取
り
戻
し
、
心
か
よ
い
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
が
戻
っ
て
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　今
年
も
ま
た
、
鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
役

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民

の
幸
せ
を
願
い
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
「
お
だ
が
い
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

会
長

　山
木

　知
也

【 

表
彰
状 

】

◆
長は
せ
が
わ

谷
川

　重
じ
ゅ
う

　氏
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
4
年
か
ら
小
堅
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
と
し
て
、評
議
員
、理
事
を

歴
任
し
、平
成
23
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
長
年
尽
力
さ

れ
て
い
る
。

◆
第
二
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
社
会
福
祉
部
（
鶴
岡
地
域
）

　第
二
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
平
成
8
年
設
立
。平
成
30
年
に
第
二
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
と
組
織
統
合
し
て
か
ら
も
、同
会
の
社
会
福
祉
部
と
し
て
、

地
元
小
学
校
児
童
と
共
に
高
齢
者
宅
に
訪
問
し
交
流
を
図
る「
ふ
れ
あ
い
訪
問
」、

全
町
内
会
で
の
座
談
会
開
催
な
ど
、地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

◆
斎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
7
年
設
立
以
来
、住
民
主
体
の
見
守
り
・
支
え
合
い
活
動
を
推
進
す
る
組
織

と
し
て
、配
食
サ
ー
ビ
ス
や
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
施
、

救
急
安
心
カ
ー
ド
の
設
置
等
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。長
年
、高
齢
者
の
閉
じ

こ
も
り
防
止
や
健
康
の
維
持
・
促
進
に
取
り
組
み
、地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

◆
黄
金
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
5
年
設
立
。平
成
29
年
か
ら
は
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
冊
子
を
毎
年
更

新
し
て
全
戸
配
布
を
行
う「
黄
金
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」、ま
た
平
成
30
年

か
ら
は「
生
き
ご
こ
ち
の
よ
い
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
事

業
に
取
り
組
む
な
ど
、地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

◆
大
泉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
鶴
岡
地
域
）

　昭
和
31
年
設
立
。高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
や
健
康
維
持
・
促
進
を
目
的
に
い

き
い
き
百
歳
体
操
や
サ
ロ
ン
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
お
り
、高
齢
者
へ
の
訪

問
を
行
う「
高
齢
者
支
援
事
業
」を
行
う
な
ど
、地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

◆
太お

お
た田

　広ひ
ろ
み美

　氏
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
16
年
か
ら
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）の

生
活
支
援
員
と
し
て
、高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
で
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
方

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
支
払
い
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援
、安
否
確
認

を
行
う
な
ど
、地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
長

年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
グ
リ
ン
ギ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
（
藤
島
地
域
）

　平
成
元
年
設
立
。ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
演
奏
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
活
動
に

取
り
組
み
、児
童
や
親
子
を
対
象
に
し
た
ギ
タ
ー
教
室
、福
祉
施
設
や
地
域
、学
校

行
事
で
の
演
奏
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
長
年
続
け
ら
れ
、地
域
福
祉
向
上
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
武た

け
ひ
さ久

　明あ
き
お雄

　氏

　

 

武た
け
ひ
さ久

　利り

え

こ
江
子

　氏
（
温
海
地
域
）

　平
成
14
年
明
雄
氏
が
ご
病
気
で
全
身
麻
痺
と
な
ら
れ
た
が
、妻
の
利
江
子
氏
の

献
身
的
な
介
護
と
ご
自
身
の
懸
命
な
リ
ハ
ビ
リ
に
よ
り
わ
ず
か
に
動
く
よ
う
に
な
っ

た
左
手
で
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
、障
が
い
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
と
、ご
夫
婦
二
人
三
脚
で
福
祉
の
心
を
育
む
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

【 

感
謝
状 

】

◆
川か
わ
ご
え越

　孫ま
ご
い
ち一

　氏
（
鶴
岡
地
域
）

　平
成
20
年
か
ら
京
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
と
し
て
監
事
、副
会
長
を

歴
任
し
、平
成
26
年
か
ら
は
同
協
議
会
の
会
長
と
し
て
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に

長
年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
佐さ

と
う藤

　進
す
す
む

　氏
（
羽
黒
地
域
）

　鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
や
羽
黒
地
域
福
祉
委
員
を
歴
任
し
、地
域
活

動
で
も
平
成
20
年
か
ら
代
表
を
務
め
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
し
ゃ
べ
っ
て
ほ
っ

と
の
会
」を
始
め
、お
茶
の
み
サ
ロ
ン「
は
っ
ぴ
ー
広
場
」、配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア「
福
寿
草
の
会
」な
ど
多
く
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、地
域
福
祉
向
上
の

た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
子
ど
も
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
チ
ー
ム
飛
躍
」

　平
成
25
年
設
立
。東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、鶴
岡
に
避
難
し
て
き
た
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
学
習
支
援
や
保
護
者
の
方
も
含
め
た
傾
聴
、保
護
者
同
士
の
情
報
交

換
の
場
づ
く
り
な
ど
、避
難
者
の
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
令
和
3
年
3
月
ま
で

続
け
ら
れ
、地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
。

◆
フ
ク
シ
マ
の
子
ど
も
の
未
来
を
守
る
家

　平
成
23
年
設
立
。東
日
本
大
震
災
の
原
発
事
故
に
よ
り
避
難
し
た
福
島
県
や
宮

城
県
出
身
の
親
子
に
、鶴
岡
市
で
一
時
で
も
保
養
で
き
る
場
や
交
流
の
機
会
を
設

け
る
た
め
、空
き
家
を
活
用
し
た
拠
点
を
整
備
し
、避
難
者
の
方
の
受
け
入
れ
を
続

け
る
な
ど
、地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
曹
洞
宗
山
形
県
第
三
宗
務
所

　東
日
本
大
震
災
発
生
後
、庄
内
地
方
の
曹
洞
宗
寺
院
で
構
成
さ
れ
る
第
三
宗
務

所
の
青
年
部
を
中
心
に
檀
信
徒
や
住
職
家
族
も
参
加
し
、被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
実
施
、
義
援
金
の
呼
び
か
け
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
の
傾
聴
活
動

「
行ひ

き
ち
ゃ茶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」な
ど
を
令
和
3
年
3
月
ま
で
続
け
ら
れ
、地
域
福
祉
向
上

の
た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
。

◆
特
定
非
営
利
活
動
法
人
鶴
岡
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　平
成
18
年
設
立
。東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
で
は
、鶴
岡
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
被
災
地
支
援
活
動
、鶴
岡
市
へ
の
避
難
者
支
援
活
動
に
積
極
的
に
協

力
い
た
だ
く
と
共
に
、同
セ
ン
タ
ー
主
催
の「
被
災
地
の
人
た
ち
と
鶴
岡
市
民
の
交

流
事
業
」を
自
法
人
の
主
催
事
業
と
し
て
引
継
い
で
長
年
被
災
地
の
方
々
へ
の
支
援
、

交
流
を
続
け
て
お
ら
れ
る
な
ど
、地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
長
年
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

◆
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鶴
岡

　昭
和
63
年
か
ら
、長
年
に
わ
た
り
一
般
社
会
福
祉
事
業
、各
事
業
所
へ
の
ご
寄
付

を
頂
戴
し
て
お
り
、地
域
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　令
和
三
年
度 

鶴
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
表
彰
者
の
ご
紹
介

　長
年
地
域
福
祉
の
発
展
の
た
め
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　個
人
団
体
に
表
彰
状
・
感
謝
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
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鶴岡市社会福祉協議会

　去る12月5日、小真木原総合体育館で第2回鶴岡市長杯ボッチャ競技大
会が開催されました。鶴岡地区障がい者通所施設協議会、鶴岡市身体障害者
福祉協会など障がい者団体が協力し合い、鶴岡南ロータリークラブの全面的
な支援の下開催されたこの大会には18チーム約130人が参加しました。
　参加者同士で「こう投げるといいんだよ～」と声をかけ合う姿や、ナイス
プレーが出た時には、観客や対戦相手から拍手がわき上がる場面もあり、�
参加者が親睦を深めながらボッチャ競技を楽しむことができました。
　鶴岡市が東京パラリンピックでドイツのホストタウンとなったことで注目
が高まったボッチャ競技ですが、市内の小学校では授業に取り入れたり、�
また、大山地区に新設された「だだちゃアリーナ」にはボッチャのコートが
備えられるなど、さらに身近に感じられるようになってきています。

鶴岡市にひろがるユニバーサルスポーツ「ボッチャ」鶴岡市にひろがるユニバーサルスポーツ「ボッチャ」
　ボッチャは、重度脳性麻痺、もしくは
同程度の四肢重度機能障がい者のために
ヨーロッパで考案されたスポーツです。
　ジャックボール(目標球)と呼ばれる
白いボールに、赤・青のそれぞれ６球ずつのボール
を投げたり、転がしたり、他のボールに当てるなど
しながら、いかに近づけるかを競う競技です。
　1988年のソウルパラリンピックから公式種目と
して採用されたボッチャですが、現在は、障がいの
有無に関わらず子どもから高齢者まで誰もが一緒に
楽しめるユニバーサルスポーツへ発展しました。

「ボッチャ」ってどんなスポーツ？「ボッチャ」ってどんなスポーツ？

一球入魂一球入魂

集中力を研ぎ澄ませて集中力を研ぎ澄ませて

情報掲示板

鶴岡福祉バス予約会のお知らせ（令和4年4月～6月分）
●会場　鶴岡市総合保健福祉センター
　　　　　　 （にこ❤ふる）3F　大会議室
　※�新型コロナ感染拡大の状況によって、中止や変
更となる場合があります。

●申込み・問合せ
　鶴岡市社会福祉協議会総務課 福祉バス担当
　☎24－0053（申請書は同所にあります。）

　鶴岡福祉バス予約会のための事前申込を次の日程
で受付けます。
●受付期間　2月1日(火)～2月10日（木)
　　　　　　9時～17時（土日除く）
　※受付順番によって優位になることはありません。
　�※�FAXや郵送での受付も可能ですが、土日の受
付分は翌平日のご連絡になります。

　※申請書には必ず押印をお願いします。
●対象期間　4月～6月
　（期間内で1団体1回の予約ができます。）
●利用対象　旧鶴岡市区域に住所を有する団体
●予約会日時　2月24日（木）10時～12時　

※�現在、乗車人数に制限を設けての運行となっ
ています。
※観光や慰安目的でのご利用はできません。

　山形県社会福祉協議会生活福祉資金緊急小口資
金・総合支援資金（初回貸付）特例貸付及び、鶴岡
市が実施する緊急小口資金拡充支援資金貸付の申込
受付期間が3月31日まで延長されました。
　ご相談・お問い合わせはお住いの福祉センター（下
記参照）まで。

生活福祉資金、緊急小口資金
拡充支援資金貸付

　12月1日発行のおだがいさま広報でお知らせしま
した、9つの社会福祉法人合同によるフードドライ
ブの取組に多くの食料品が寄せられ、市内の107世
帯に食品をお渡しすることができました。
　この取組が少しでも皆さんの生活のお役に立てば
幸いです。

年末に行った９つの社会福祉法人
合同のフードドライブについて

みなさまのご厚志に心より御礼申し上げます
（令和3年11月1日から令和3年12月31日までのご寄付を掲載しています）ご寄付ありがとうございました

★一般社会福祉事業へ
◎鶴岡福祉センターへ
・真如苑　庄内支部 様� 200,000円
・真言宗豊山派山形二号支所仏教青年会 様
� 115,747円
・善寳寺専門僧堂 様� 30,293円
◎藤島福祉センターへ
・㈱大沼工務店 様� 10,000円
★鶴岡市ボランティアセンターへ
　（災害時のボランティア活動へ）
・渡部　よしはる 様� 土嚢袋�24枚
★鶴岡地域生活自立支援センターへ
　（就労準備支援事業へ）
・鈴木　貞子 様� 30,000円
★藤島老人福祉センターへ
　（ちょボラ場への活用へ）
・佐藤　せ子 様� タオル�40枚
★地域福祉センターなえづへ
・㈱産直あぐり 様� ラ・フランス（5㎏入り）�2箱
★居宅介護支援センターふれあいへ
・川西　恭子 様� 10,000円
★老人デイサービスセンターおおやまへ
・工藤　七三郎 様� 手作り門松�一対

★鶴岡市高齢者福祉センターおおやまへ
・鈴木　金輔 様� 50,000円
・蓮池　誠 様� 10,000円
・鶴岡市立大山小学校 様� 12,000円
・上林　稔 様� Ｔシャツ�32枚
★櫛引すこやかセンターへ
・㈱産直あぐり 様� ラ・フランス（5㎏入り）�4箱
・工藤　七三郎 様� 手作り門松�一対
★くしびき東部保育園へ
・澁谷　直樹 様� 新米（雪若丸）�2kg╳63袋
★くしびき西部保育園へ
・�出羽商工会櫛引支所 様、田川建設労働組合
櫛引支部 様� 絵本�18冊
★温海デイサービスセンター愛寿園へ
・㈱クアポリス温海 様� 30,000円
・�ファミリーマートあつみ温泉インター店 様、
ファミリーマート鶴岡水沢店 様、ファミリ
ーマート鶴岡三瀬店 様、ファミリマート鶴
岡大山店 様

� クリスマスケーキ�6個、ポケチキ�90個
★鶴岡市ゆうあいプラザかたぐるまへ
・㈱産直あぐり 様� ラ・フランス（5㎏入り）�2箱
・スマイルサンタクロース 様
� クリスマスケーキ�7個

★もみじが丘へ
・㈱産直あぐり 様� ラ・フランス（5㎏入り）�2箱
・�山形県ヤクルトレディ親交会・山形県ヤク
ルト協会 様� 50,000円
★児童福祉事業所へ
・東京都江戸川区布絵の会 様� 布絵本�6冊
★鶴岡市中央児童館へ
・野口　ツネ子 様� 電子ピアノ�1台
★くしびきデイサービス・櫛引地域の4保育園へ
・櫛引地域婦人会 様� タオル�82枚
★フードバンクへ
・山形県社会福祉事業団 庄内地方施設職員一同 様�
� 食料・飲料品�136点
・共立社鶴岡生協 様� 食品・日用品�163点
・�ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング ㈱山形テク
ノロジーセンター 燦活動 様� 食料・飲料品�120点
・明治安田生命 荘内北営業所 様�食料品�57点
・JA庄内たがわ女性部 様
� 食料・飲料・生活用品�267点
★特別指定寄附（市内の子ども食堂へ）
・匿名 様� 100,000円
★特別指定寄附（障害者支援施設恵風園へ）
・�山形県ヤクルトレディ親交会・山形県ヤク
ルト協会 様� 50,000円


